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IGp－4 　　22-34 °Ｃ環境下における足部の温熱生理特性
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　【目的】履心地の良い、快適な履物設計の基礎資料を得ることを目的とし、各種温熱環境

下における足部の温熱生理特性の検討を行なった。
　【方法】実験は28°C環境下で定常を保った後、2TC ・28°C・34°C、50％RHの３条件いずれ

かに設定された人工気候室に入室し１時間の椅座安静状態で行なわれた。測定項目は熱電

対温度計及びサーモグラフィによる足部皮膚温、エバポリメータによる足部蒸散量、レー

ザドップラ血流計による血流量及び直腸温である。被験者は20～29才の健康な成人女子20

名で、着衣は各環境条件下におけるほぼ快適着衣、すなわち0.70clo（22''C）、0.26clo（28

°C）、0.15clo（34''C）の保温力のものとした。
　【結果】足部平均皮膚温は29.9±1.2 °C（22（C）、33.3土1.0 V mv）、36.1±0.5 "C

　（34°C）であり、低温環境ほど部位差、個人差が大となった。 22°Cの低温暴露により皮膚

温は趾先、蹊で著しく低下した。一方、34゜Cの高温暴露では皮膚温の上昇がみられるもの

の部位差、個人差共に小さかった。平均蒸散量は足底側で44.8±8. Og/㎡h（22''C）、55.3

±7.lg/㎡h（28°C）、57.0±6.1g/㎡h（34°Ｃ）、足背側では18.7±5.1g/㎡h（22℃）、26

.5±6.3g/㎡h（28（C）、46.4±6.8g/nfh（34°C）であり、足底側は足背側より多く、気温

変動が少なかった。血流量は34°Cで全被験者とも増加するが、22°Cと28°C間では顕著な差

はみられず、特に、趾先は22°C下で個人差が大であった。直腸温はいづれの環境下に於い

ても37.3±0.3 Vと比較的安定しているが、低温暴露中に血管調節反応が悪く皮膚温の低
下がみられない被験者では体温の低下が認められた。　　　　（硝究は紬鼎鴎熊領旭によった）
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目的　成長期の児童が大きめの靴を履くことが知られているが、このことがその歩容に与える

影響に関する報告はほとんど見あたらない。そこで、本研究では児童の生活活動に適した靴選

びや靴の履き方の基礎的資料を得ることを目的とし、歩容に関する実験を行い、靴のサイズの

大小や着靴状況と歩容の関係の有無について検討を試みた。

方法　被験者は小学校2、4、5, 6年の健康な女児５名で、平坦地の歩行と階段の昇降を行った

　(1996年11月）。着靴条件はいつも履いているサイズの靴とそれよりもｌサイズ大きい靴につ

いて甲部をひもで固定して履いた場合と固定せずに履いた場合とを組み合わせ4パターンを設

定した。被験者の右側面・正面・背面からのビデオ撮影により歩行記録を取った。今回の研究

項目は頭頂点・肩先点・膝点・躊点・足先点の５点の軌跡と手の振りおよび足首角度である。

結果　ジャストフィットサイズの靴でも甲部を充分に固定せずに履いた場合は、平坦地歩行に

おいても身体全体の上下動が大きくなり、１歩行周期における軌跡間の間隔にばらつきが多く

歩行速度が不安定であり、階段昇降時には上体では上下動が、膝と躊では上下動や歩行速度の

ばらつきが現れた。１サイズ大きい靴を甲部に固定して履いた場合、平坦地歩行時では、低学

年の被験者の上体の上下動が大きく出現し歩容が不安定で、下腿の軌跡は全被験者とも一定間

隔ではなく、歩行速度にばらつきが大きかった。階段昇降時より平坦地歩行時の方が、また、

高学年より低学年の方が靴サイズの不適合や甲部固定の有無の影響が大きいことがわかった。
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